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天文学、物理学に見るように、最初のもののとらえ方によって、まったく世界は違ったものに見える。同様に「観光
学」においても、違った視点から見ると観光現象も異なった様相を見せる。自分が見ている世界が正しいと思わない
方が良い。常に自分の見方を疑ってみることが必要である。そして、新しい見方を理論化する努力が大事だと思う。
ただ、観光学の理論的蓄積は、少ないので、まずは他分野の理論を借りて応用することも有益だろう。他分野の理論
は、その分野の課題を解決するために立てられたものであり、必ずしも役立つとは限らないが、新しい理論を発想す
るヒントになることも多い。しっかりとしたディシプリンを持つ研究者ほど、その既存の学問の枠を超えた冒険をしな
いように感じられることがある。しかし、そもそも、「観光学」という別の学問領域を打ち立てようとしているわけであ
るから、領域を越境することに躊躇する理由はない。
新しい学問である「観光学」を少しでも前進させるために、何が「研究」なのかを見極め、「地動説」的な視点から、
専門領域を「越境」しながら研究を進めて行きたいと思う。
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